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@ 社会福祉法人須坂市社会福祉協議会 けも、

つ磁ぐくh 22ろ.. ts，;ゃれ

P2 ・社協この一年

P3 ・在宅介護者のつどい
-センタ-祭り
・モニタ一通信

P4 ・希望の旅
-親子のつどい
.郡山復興支援ボランティア

P5 ・講演会
-サンタクロースがやってくる
.重度障がい者料理教室

、
し版画題字
角田正雄書

今回は視覚障がいのサッ力一チーム fF.C.長

野RAINBOWJの皆さんご指導のもと、ブ

ラインドサッ力一体験をしまし左。アイマスク

をしだまま同じ血液型でわかれだり、ボールを

蹴つだり、視覚以外の感覚を使つだ初めての体

験|こ戸惑いながらも、コミュ二ケーシヨンの大

切さを強<感じましだ。

※ブラインドサッ力一:視覚障がい者のプレイする

パラリンピックの公式種目。

春木町)

グ 社協は社会福祉法第109条に規定された地域福祉を推進する加す
社協が実施する様々な福祉事業は、皆さまからの社協会費と共同募金が主な財源です。

再生紙を利用しています。



1同 ⑫ 
平成28年も残すところあと僅かとなりましだ。今年は熊本や鳥取、海外でも地震などの自然災害

の多い年であつだ反面、リオ夏季オリンピック、パラリンピックの開催では感動、喜びなど夢や希

望を持てる年でもあつだのではないでしょうか。皆さん|ことってどのような1年定っ芝でしょうか。

この 1年の社協の出来事を写真で振り返ってみましだ。
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地域総ぐるみで、皆で努力し 昔のことを思いめぐらすことで、 日頃外出の機会が少ない皆さん
合って地域を作っていくことが 相互|こ交流しやすくなるような とボランティアさんの協力|こよ
必ず力|こなります! 援田万法を学びましだ。 りお出かけをして楽しい時間を
(長田徹氏講演会より) 過ごしまし芝。(飯山菜の花畑)

震災から 5年。合後も Iおで、つ 「身近なところから防災をJ炊き
て(おてつだい)活動Jを継続し 出し訓練と家屋の災害対策|こっ
ていきます。(宮城県南三陸町) いて研修をしましだ。(消防署)

そのほかlこ

-介護者のつどい開催(全2回)

.須坂力ッタ力タまつり!こ参加

(左くさんのボランティアさん

だちと参加しましだ)

-社協支部事業

(ひとり暮らし高齢者の方々と

保育園の先生を体験をしまし芝。

竹巻きパン作りやクラフト体験
などアルプスの大自然を満喫し
ましだ。(国営アルプスあづみ
の公園)

~ 
第J5固&れあい広場開催

の交流会食会を支援)

-ふれあいサロン活動

-サマーチャレンジ、ボランティア

.夜間ボランティア講座

I回線jや「声かIjJなどのコ だくさんの人の笑顔があふれま
ミユ二ケーシヨンの大切さを学 しだ。(メセナホール)
びました三。(市内各保育園)
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こ
の
事
業
は
在
宅
で
介
護
す

る
介
護
者
の
必
身
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
目
的
と
し
て
、
川
月

間
・
初
日
巴
開
催
し
ま
し
走
。

ガ
イ
ド
さ
ん
つ
き
の
観
光
パ

ス
で
、
車
内
で
は
和
気
あ
い
あ

い
と
会
話
が
弾
み
ま
し
を
。
車

窓
の
景
色
巴
季
節
の
移
ろ
い
を

感
じ
な
が
ら
、
高
速
道
路
で
3

時
間
あ
ま
り
。
目
的
地
の
、
新

潟
県
新
発
田
市
区
あ
る
月
岡
温

泉
区
到
着
し
ま
し
左
。
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一円
九

三
宅
以
一

月
岡
温
泉
は
、
海
か
ら
離
れ

だ
田
園
風
景
の
中
区
あ
り
、
ひ

と
際
高
い
建
物
が
、
宿
泊
先
の

旅
館
「
華
鳳
」
で
し
だ
。

懇
親
会
で
は
、
自
己
紹
介
を

し
て
い
左
だ
き
、
お
互
い
、
介

護
巴
つ
い
て
質
問
し
合
い
、
交

流
を
深
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

参
加
者
さ
ん
の
声

-
介
護
は
大
変
定
け
ど
、
同
じ

境
遇
の
人
と
ゆ
っ
く
り
あ
話

が
出
来
て
良
か
っ
定
。

・
初
め
て
参
加
し
芝
が
、
本
当

巴
楽
し
か
っ
定
!
ま
定
行
き

左い。

F
匝
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他
巳
も
掘
り
出
し
物
バ
ザ
ー

一

や
子
ど
も
服
の
リ
ユ
ー
ス
、
野

一

菜
、
か
高
騰
の
中
、
家
計
巴
や
さ

一

し
い
新
鮮
野
菜
の
販
売
な
ど
な

一

ど
・
:
。
ま
芝
、
懐
メ
口
歌
謡

一

シ
ョ
ー
や
、
合
年
初
の
長
野
医

一

療
生
協
さ
ん
巴
よ
る
健
康

一

チ
ェ
ッ
ク
も
行
い
ま
し
定
。

一

ご
来
場
の
皆
様
、
バ
ザ
ー
晶

一

や
子
ど
も
服
等
の
ご
提
供
巴

一

ご
協
力
い
だ
古
い
左
皆
様
、
あ

一

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
だ
。

一

セ
ン
タ
ー
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
!

モ
ニ
タ
ー
通
信
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守・
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市
民
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
か
ら

の
疑
問
・
質
問
巴
お
答
え
し

ま
す
。

問
一
「

O
O祭
開
催
」
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
の
広
告
巳
は
駐

車
場
の
案
内
も
記
載
が
あ
る

と
あ
り
が
左
い
。

答
一
「
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
」

で
記
事
を
書
く
の
で
は
な
く
、

わ
か
り
や
す
く
丁
寧
な
記
事

を
掲
載
す
る
よ
う
巴
改
善
し

ま
す
。

問
一
最
終
ペ
ー
ジ
は
文
章
が

多
い
の
で
、
絵
や
写
真
、
作

品
を
載
せ
て
も
良
い
の
で
は

な
い
芝
ろ
う
か
。

答
一
最
終
ペ
ー
ジ
は
，
情
報

掲
示
板
“
と
い
う
こ
と
で
イ

ベ
ン
ト
の
ご
案
内
な
ど
で
文

章
が
多
め
巴
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
合
後
は
、
レ
イ
ア
ウ

ト
も
含
め
、
絵
や
写
真
、
作

品
紹
介
な
ど
を
掲
載
す
る
な

ど
工
夫
を
し
て
い
く
よ
う
巴

努
め
ま
す
。
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什
月
5
・
6
日
巴
重
度
障
が

い
者
希
望
の
旅
を
開
催
し
ま
し

だ
。
こ
の
事
業
は
重
度
障
、
か
い

者
の
外
出
の
機
会
と
交
流
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

舎
回
の
旅
は
、
リ
フ
ト
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き

大
型
パ
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で
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の
看
護
師
、
か

同
乗
し
、
電
動
車
い
す
の
万
、

車
い
す
の
万
、
松
葉
杖
の
万
、

重
度
の
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害
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あ
る
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族
・
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計
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。
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で
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地
今
井
金
箔
で
は
、
小
皿
や
コ

ン
パ
ク
ト
ミ
ラ
ー
区
新
幹
線
や 快晴の日本海を背景lこ写真

お
花
の
型
紙
で
金
箔
を
貼
っ

て
、
世
界
巴
一
つ
芝
け
の
お
土

産
を
持
ち
帰
り
ま
し
定
。
ま
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初
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ア
さ

ん
と
お
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だ
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楽
し
み
ま
し
定
。

参
加
者
さ
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の
声

-
気
さ
く
な
人
達
ば
か
り
で
自

然
体
で
打
ち
解
け
て
会
話
も

で
き
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よ
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で
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見
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。
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テ
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・
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ぶ

り
の
泊
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で
す
、
昔

を
思
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出
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し
足
。
(
障

が
い
者
の
家
族
)
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東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

福
島
県
郡
山
市
の
サ
ロ
ン
に

訪
問
し
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什
月
吃
日
(
土
)
巴
母
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父
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の
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の
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初
世
帯

市
人
で
、
市
周
年
を
迎
え
左
東
什
月
什
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吃
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区
原
発
事
故

京
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イ
ズ
一
丁
シ
|
ヘ
行
つ
て
の
影
響
で
、
避
難
さ
れ
て
い
る

き

ま

し

だ

。

仮

設

住
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・

復

興
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営

住

宅

の

と
て
も
良
い
天
気
巴
恵
ま
れ
、
一
皆
さ
ん
が
集
ま
る
サ
ロ
ン
2
箇

市
周
年
を
飾
る
シ
ョ
ー
や
ク
リ

一
所
ヘ
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ス
マ
ス
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

一
ル
ー
プ
須
坂
あ
か
り
の
会
の
皆

を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
で
楽
し

一
さ
ん
巴
よ
る
大
型
紙
芝
居
や
、

ん
で
い
ま
し
だ
。

一
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
マ

一ジ
ッ
ク
の
披
露
、
ま
芝
、
日
赤

奉
仕
固
と
個
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
が
調
理
し
左
須
坂
の
郷
土

食
「
こ
ね
つ
け
」
を
昧
わ
い
な

が
ら
楽
し
<
交
流
を
し
て
き
ま

し
だ
。

ーー & 
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今
年
だ
け
の
特
別
な
夢
の
よ

う
な
世
界
で
、
親
子
の
愛
情
や

鮮
が
深
ま
っ
て
い
だ
だ
け
だ
の

.
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告

「大型紙芝居j子供や高齢者も楽しみまし左

「こねつけJの準備中

仮
設
住
宅
の
閉
鎖
期
限
が
迫

る
中
、
復
興
公
営
住
宅
へ
の
移

住
で
、
今
ま
で
築
い
て
き
だ
仲

間
と
バ
ラ
バ
ラ
巴
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
「
合

日
は
隣
町
の
復
興
公
営
住
宅
か

ら
来
芝
の
」
「
久
し
ぶ
り
の
再
会

を
楽
し
み
巴
し
て
い
芝
ん
定
」

と
話
を
し
て
<
芝
さ
る
参
加
者

さ
ん
も
い
る
中
、
「
ま
芝
来
て

ね
」
と
声
を
掛
け
て
い
だ
芝
い

定
方
も
お
り
、
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
も
再
会
の
約
束
を
し

サ
ロ
ン
を
後
巴
し
ま
し
だ
。



I障害者差別解消法jが平成
28年4月|こ施行されましだ。
“とも|こ生きる福祉の地域づ
くり"を目的としだこのセミ
ナーヘ、皆様のご参加をお待ち
しております。

13: 00"'16: 30 |とき|平成28年12月15日(木)

|ところ|メセナホール小ホール

-講演 「障がいを理由とした差別の解消|こ向けてj
く〉講師尾上浩二氏
(DP日本会議副議長、前内閣府障害者制度改革担当室政策企画調査官)
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熊本地震災害義援金報告・
11月15日までの義援金受付状
況をご報告いたします。
2，524，935円

日時
12月19日(月)

午前11時00分"-'12時00分
-------------------------------------------
場所 豊E地域公民館

日時
12月19日(月〉

午後2時00分"-'3時00分
-------------------------------------------
場所 JA須高仁礼支所

日時
1月23日(月)

午前9時30分"-'11時30分
-------------------------------------------
場所 須坂市防災活動センター

日時
1月23日(月)

午後3時30分"-'4時30分
ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

場 所 JA須高豊洲支所

鳥取県中部地震災害義援金報告
3， 1 4 0円

多<の皆さまから温かいお気
措ちをお寄せいだだ、きありがと
うございます。
義援金は日本赤十字社|こ送金
され、義援金配分委員会|こおい
て個別の被災世帯ごと|こ分配さ
れること|こなります。引き続き
ご協力をお願いいだします。
お問い合わせ
圃 須坂市社会福祉協議会
圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃

mN 
5
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募集~!!“私の自慢の一品"
絵手紙や絵画、俳句などの自慢の作品を「回け合い起こしすざかJ
(毎月の社協の広報紙)で発表してみませんか?
ご本人、ご家族、ご近所など自他推薦聞いません。作品をつくる!こ
あ芝って苦労し定点、想い、自慢し芝いことなども教えて下さい止取
材|こ伺わせて頂きます!
たくさんのご応募をお待ちしておりますゲー吋
お問合せ:8 214-2997まで

:あたたかなご厚志に . 
・感謝いたします。.

0匿名様 1 4，160円

。匿名様 ベッド他

O~株)旭建設様 古切手多数

O清水忠治様 おむつ多数

*ご自宅で不要|こなつだタオルや

シーツを多くの方々からご寄付し

ていだだきましだ。ありがとうご

ざいましだ。

引続き、募集しております。綿

素材で洗濯済みである物でご協力

くだ、さいますようお願い申し上げ

ます。

… 10 月 15日~11月14日

@ 日常生活心の配悩ごみと・相法談律所に関する⑮

阻捌樹齢、岨ごと醐議儒醐誠司
相談会場 相談日 相談時間

まいさぽ須坂
月曜日~金曜日

午前9時~午後5時
026 -248 -9977 (随時)

⑫鵠闘する姐談鎚車問、槌輪銅》
相談会場 相談日 相談時間

すざか女性未来館 8日(木)
午後1時rv4時

(中央公民館)1階相談室 22日(木)

※弁護士がご相談|こ応じます。お一人20分以内です。
※完全予約制電話 026-248 -9977 
⑮制調繭 3醐、完盆予網棚》
相談会場 相談日 相談時間

J頁坂市社会福祉協議会 4日(日)・18日(日) 午前9時rv12時
ノ

受付分です...

o 

F ご意見ご要望をお寄せ下さい。包 026-214-2997 ・~"J';，(#~I=.I.Ie.， t) ・ ~ 
LメールアドレスR!mοm:@]lIE剖$Wm1WsjldJ・ホームページURLhttp: www.suzaka-shakyo.jpI 
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